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巻頭特集

次号以降の配布を希望される方は、総務掛
までご連絡ください。
ご意見、ご感想をお待ちしています。
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見、ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメールでお寄せくだ
さい。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所 総務掛
〒590-0494 大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目 
電話：072-451-2300 
ファックス：072-451-2600 
電子メールアドレス：soumu2＠rri.kyoto-u.ac.jp
ホームページ：http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/

●本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載することは
法律で定められた場合を除き、著作権の侵害となります。

一般公開･桜公開･学術公開について
　平成29年4月1日(土)10:00～16:00に一般公開を、翌日の4月
2日(日)10:00～16:00に桜公開を開催いたします。また、4月を
除く毎月1回月曜の13:00～16:00に学術公開(施設の見学など)
を開催いたします。ご関心のある団体、個人の来所をお待ちし
ております。なお、構内において、飲食は可能ですが(アルコー
ル飲料を除く)、禁煙および火気厳禁です。また、ペット同伴で
の入場はできません。申込などについての詳細は、原子炉実験
所のHPをご覧ください。

平成28年度下半期の講師派遣等について
　原子炉実験所では、地域広報活動の一環として「講師派遣」
の取り組みを行っています。
■(例1)NPO法人女性職能集団WARP-LEE NET主催「原子力と
エネルギー特別講座」への講師派遣
平成28年10月19日(水)13:30～15:30 日本のエネルギー政策と
原子力発電所再稼働と廃炉の"いま"と"これから"について講
演を行いました。講師：宇根﨑博信教授
■(例2)兵庫県広域防災センターへの講師派遣
平成28年12月24日(土)10:15～11:35 原子力災害対策につい
て講義を行いました。講師：中島健教授

　師派遣のお申し込みは、下記までお問い合わせください。
　京都大学原子炉実験所 総務掛
●FAX：072-451-2600
ホームページからも申込みできます。
http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/pr/lecturer

アトムサイエンスフェア講演会を開催しました。
日時：平成28年10月22日(土) 13:30～16:10
場所：熊取交流センター（煉瓦館）「コットンホール」
来場者：70名
●講演・『113番新元素の発見』
講師：森本幸司(理化学研究所仁科加速器研究センター超重
元素分析装置開発チームリーダー)

アトムサイエンスフェア実験教室を開催しました。
日時：平成28年10月30日(日) 13:20～16:10
場所：京都大学原子炉実験所
参加者：小学生・中学生55名
●メイン実験テーマ：『紫キャベツの七変化＋電気ペン』、『放
射線で飛行機雲を作ろう！』
●体験コーナー：『音を見てみよう！』、『通り抜けられる壁を作
ろう！』、『カイコの繭から絹糸をとろう！』、『万華鏡を作ろう！』、
『ジャイロスコープ』

第51回学術講演会を開催しました。
日時：平成29年1月26日(木)10:30～17:10

27日(金)10:00～15:10
参加者：2日間でのべ152名(所内139名、所外13名)
●特別講演：『蛋白質中のD-アミノ酸を指標とした老化の基礎
研究(L-アミノ酸ワールドにおけるパラキラリティーの概念の
重要性)』
藤井紀子(京都大学原子炉実験所教授)
●他に、プロジェクト研究成果講演3件、トピックス講演4件、新
人講演1件、一般講演(ポスター発表)33件

編集担当(学術情報本部出版チーム)
櫻井良憲(編集長・出版副チーム長)
池上麻衣子、石禎浩、奥村良、齊藤毅、鶴田八千世、
山田辰矢、横田香織、森一広(出版チーム長)

むらさきさぎごけ（紫鷺苔）
　4月頃、紫色の唇状の小さな花が地面
を覆い群生して咲く。遠くから見ると薄
紫のじゅうたんの様。
（守衛所横の広場にて）








